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● 平成 19 年度「教育を考える会」 ･･･････ 2 ～ 3

● 自治公民館長名簿／

　　　　　　環境課からのお知らせ ･･････ 4 ～ 5

● 国民健康保険 ･･････････････････････ 6 ～ 7

● 後期高齢者医療 ････････････････････････ 8

● ハート・バリアフリー ･･････････････････ 9

● 出かけてみよう！ ････････････････ 10 ～ 11

● インフォメーション ･･････････････ 12 ～ 18

● レッツ！介護予防 ･････････････････････ 19

● あんしんファイル／

　　　　　　まちのイベント ･･････････ 20 ～ 21

● まちかどピンナップ／

　　　　　　ソナ・チャン・イヤギ ････ 22 ～ 23

● 若者の定住化に向けて／人口 ･･･････････ 24

今ここから、夢をカタチに。
チャレンジショップあきない塾

　２月２０日（水）、東仲町の「チャレンジショップあきない塾」で第５期生

のオープニングセレモニーが開催されました。あきない塾は、市内に自分

の店を持ちたいと考えている人を、倉吉商工会議所と県・市が支援する事

業です。

　今回の出店は、輸入ベビー用品・雑貨「c
コ ン

on L
レ チ ェ

eche」（韓
ハン

 ボルムさん）、貴

金属製造「彫金工房 輪
りん

」（田中 雄士さん）、飲食「あげあげ」（佐伯 美矢子さ

ん）の３店舗です。

　セレモニーでは、韓さんが「自分の夢だった店を構えることができてう

れしいです。倉吉で大成功する自信はありますので、よろしくお願いしま

す」と元気よく抱負を述べました。

　３人はこれから１年間、倉吉で夢の実現を目指して頑張ります。

左から佐伯さん、田中さん、韓さん
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子
ど
も
の
社
会
性
を
育
て
る
た

め
に
は
、
子
ど
も
が
地
域
で
生
き

生
き
と
活
動
し
た
り
、
子
ど
も

と
大
人
が
も
っ
と
触
れ
あ
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
地
域
で
の
子
ど
も

た
ち
の
様
子
や
子
ど
も
を
巻
き
込

ん
だ
取
り
組
み
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の

か
を
考
え
ま
し
た
。

・ 

子
ど
も
だ
け
で
な
く
親
も
一
緒

に
地
域
の
行
事
に
参
加
し
な
く

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

・ 

昨
年
こ
の
会
で
話
し
合
っ
た
こ

と
が
生
か
さ
れ
て
、
地
域
の
行

事
に
中
学
生
の
参
加
が
ず
い
ぶ

ん
と
増
え
ま
し
た
。
活
躍
し
て

い
る
姿
を
見
て
と
て
も
う
れ
し

く
思
う
と
同
時
に
、
地
域
の
多

く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の

だ
と
感
謝
す
る
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

・ 

青
少
年
育
成
協
議
会
や
児
童
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
、
地
域
で
の
体

験
を
大
切
に
考
え
た
子
ど
も
を

対
象
と
す
る
催
し
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
家
庭
か
ら
の
押

し
出
し
が
な
い
と
子
ど
も
た
ち

参
加
が
増
え
ま
せ
ん
。
親
へ
の

啓
発
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

・ 

子
ど
も
が
地
域
に
参
加
す
る
た

め
に
は
、
大
人
も
参
加
し
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
突
き
詰
め

て
い
く
と
地
域
づ
く
り
と
い
う

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
地

域
活
動
が
活
性
化
す
れ
ば
、
子

ど
も
も
生
き
生
き
と
育
つ
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
た
め

に
は
、
地
域
の
大
人
と
子
ど
も
が

顔
見
知
り
に
な
る
関
係
を
作
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
の
第
一
歩
が
、

お
互
い
に
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ

　特　集　

平
成
19
年
度　

地
区
別　

「
教
育
を
考
え
る
会
」

家
庭
で
、
地
域
で
、
学
校
で
、

子
ど
も
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
。

　

市
内
13
地
区
で
実
施
し
て
い
る「
教
育
を
考
え
る
会
」は
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
社
会
が
協
力
し
て
子
育
て
を
行
う
た
め
に
実
施
し
４
年
目
と
な
り
ま

し
た
。
各
地
区
に
お
い
て
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
実
態
に
応
じ
た
テ
ー
マ
で
多
く
の
人
の
参
加
の
も
と
、
活
発
な
話
し

合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

子
ど
も
と
地
域
と
の

つ
な
が
り

開 催 日 地区名 テ ー マ

１０月１９日 上小鴨
子どもたちの出番をつくろう！
～学校・家庭・地域で～

１１月２２日 灘 手
早寝・早起き・みんなで朝ごはん
～子どもを取り巻くメディアと子育て～

１１月２７日 上 灘
子どもたちとメディアについて考えよう
～メディアの害から子どもたちを守る～

１１月２９日 西 郷
アイラブ　西郷

～食事は 子どもを変える～

１１月２９日 小 鴨
地域の中での子育て・自分育て
～つながろう小鴨の輪～

１２月１２日 明 倫
子どもの姿が見える地域づくり
～子どもと大人の触れ合いを通して～

　１月１７日 上北条
地域みんなで上北条っ子を育てる懇談会
～子どもたちにふるさと上北条のよさを伝えよう～

　１月２３日 関 金
地域ぐるみで子育てをしよう
～地域でのふれあいを通して～

　１月２３日 上 井
子どもが育つ地域づくり

～みんなが知ろう、つながろう～

　１月３０日 北 谷
ぬのこ谷の活力を高めるために
～みんなで元気な子どもを育てよう～

　２月１２日 社
子どもの社会性を育てるために

～社地区の人間関係の輪を一層広げるために～

　２月１５日 高 城
未来につなげるふるさとづくり
～高城を愛する子どもを育てよう～

　３月　７日
（予定）

成 徳
子育てと子どもを取り巻く環境
～メディアとの接し方を中心にして～

各地区の開催日とテーマ

あ
い
さ
つ
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と
で
す
。
地
域
全
体
で「
あ
い
さ
つ

運
動
」に
取
り
組
む
た
め
に
、
そ
れ

ぞ
れ
が
行
っ
て
い
る
こ
と
を
出
し

合
い
な
が
ら
話
し
合
い
ま
し
た
。

・ 

あ
い
さ
つ
は
ま
ず
家
庭
か
ら
だ

と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

・ 

た
だ
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
だ
け
で

な
く
、
名
前
の
わ
か
る「
あ
い
さ

つ
運
動
」も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

・ 

あ
い
さ
つ
運
動
を
通
し
て
、
子

ど
も
と
大
人
、
大
人
と
大
人
が

も
っ
と
親
し
く
な
り
、
ほ
か
の

行
事
や
取
り
組
み
が
活
性
化
す

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

・ 

園
や
学
校
、
地
域
が
が
そ
れ
ぞ

れ
取
り
組
ん
で
い
る「
あ
い
さ
つ

運
動
」を
地
区
全
体
の
取
り
組
み

と
す
る
こ
と
で
広
が
り
が
望
め

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

青
少
年
が
携
帯
電
話
な
ど
を
用

い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
接
続
し

た
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
、
犯
罪
の
被
害
者

に
な
る
だ
け
で
な
く
、
加
害
者
に

な
る
例
も
発
生
し
、
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
幼
い
こ

ろ
か
ら
メ
デ
ィ
ア（
テ
レ
ビ
や
ビ

デ
オ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
）と
の
接
触
が

多
い
と
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育

成
に
良
く
な
い
影
響
を
与
え
る
こ

と
も
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
の
よ
り
良

い
接
し
方
に
つ
い
て
、
医
師
の
話
を

も
と
に
、
み
ん
な
で
考
え
ま
し
た
。

・ 

メ
デ
ィ
ア
を
上
手
に
使
い
な
が

ら
、
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
た
く
さ
ん
と
れ
る
よ

う
な
生
活
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

・ 

便
利
な
も
の
や
楽
な
も
の
に
つ

い
流
さ
れ
て
し
ま
う
自
分
の
弱

さ
を
省
み
つ
つ
、
10
年
、
20
年

先
の
子
ど
も
の
幸
せ
を
考
え
て

今
を
生
き
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
し
た
。

・ 

ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
学
校
や
園
が
単
独
で

取
り
組
む
だ
け
で
な
く
連
携
を

と
っ
て
地
域
全
体
で
行
う
こ
と

が
効
果
的
だ
と
思
い
ま
し
た
。

・ 

安
易
に
携
帯
電
話
を
持
た
せ
る

の
で
は
な
く
、
き
ち
ん
と
ル
ー

ル
を
決
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
し
た
。
小
学
生
、
中
学

生
に
携
帯
電
話
は
不
要
で
す
ね
。

　

朝
食
を
食
べ
な
い
子
ど
も
や
一

人
で
食
事
を
す
る
子
ど
も
な
ど
、

子
ど
も
の
食
生
活
の
乱
れ
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。「
食
事
は
子
ど

も
を
変
え
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

食
を
通
し
て
心
を
育
て
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
食
育
の
大
切
さ
に
つ

い
て
専
門
家
の
話
を
も
と
に
、
み

ん
な
で
考
え
ま
し
た
。

・ 

食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
で

す
。
生
き
る
喜
び
が
食
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

・ 

食
べ
る
だ
け
で
な
く
、
田
や
畑

に
行
き
、
実
っ
て
い
る
と
こ
ろ

を
子
ど
も
に
見
せ
た
り
、
栽
培

し
た
り
す
る
体
験
も
大
切
だ
と

思
い
ま
し
た
。

・ 

乱
れ
た
食
生
活
の
危
険
さ
を
あ

ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。
我
が

家
の
生
活
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
を
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
実

践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
問
合
せ
先

：

学
校
教
育
課（
あ
２
２

－

８
１
６
６
／
い
２
２

－

１
６
３
８
）

食

メ
デ
ィ
ア

と
の
接
し
方

成徳地区
「教育を考える会」
●と　き
　３月７日（金）
　午後７時～９時
●ところ
　成徳公民館
●内　容
　講　演
　 子育てと子どもを取り巻く環境
　～メディアとの接し方を中心にして～
　講　師
　松田 隆さん
　（まつだ小児科院長）
●主　催
　成徳地区「教育を考える会」
　実行委員会

皆さんの参加を
お待ちしています。

▲ 横手地区で全家庭に配布され地域ぐ
るみで子育てに取り組んでいます。 ▲実践発表後に行われた分散会

高
城

人と社会と自然を愛し明日の横手を作ろう！

ふれあいのある村社会をつくるために
一
、あ
い
さ
つ
の
さ
か
ん
な
村
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

一
、行
事
や
活
動
に
参
加
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

一
、子
ど
も
と
大
人
と
が
ふ
れ
あ
え
る
活
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

一
、子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
村
で
支
え
ま
し
ょ
う
。

一
、子
ど
も
が
企
画
か
ら
参
加
で
き
る
活
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

一
、幼
稚
園
・
保
育
園
や
学
校
の
活
動
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

一
、青
少
年
育
成
活
動
に
進
ん
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

一
、 ど
の
子
に
も
よ
い
事
は
誉ほ

め
、
悪
い
こ
と
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

一
、協
力
し
て
有
害
環
境
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

一
、大
人
が
子
ど
も
に
手
本
を
示
し
ま
し
ょ
う
。

高城地区「教育を考える会」の
様子を紹介します。

▲  実践発表

　横手、服部の２地区
の取り組みを紹介。
「行事を通じて、子ど
もたちが感動を心に刻
む機会をつくりたい」
（高木 昇一さん・服部）
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倉
吉
市
自
治
公
民
館
連
合
会
の
会
長
お
よ
び
副
会
長
が
、
同
連
合
会
規
約
に
基
づ
き
２
月
１
日
の
常
任
委
員
会

で
、
互
選
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

会　

長

：

桑
本 
圭
二（
生
田
）　

副
会
長

：

池
田 

壽
雄（
旭
北
）・
岡
野 

勝
義（
広
瀬
町
）・
高
間 

武
人（
般
若
）

（
◎ 

地
区
協
議
会
長　
　

○ 

地
区
協
議
会
副
会
長　
　

平
成
20
年
１
月
22
日
現
在　
　

敬
称
略
）

自

治

公

民

館

名

前

自

治

公

民

館

名

前

自

治

公

民

館

名

前

上北条（１０）

穴

窪
福
田　

裕
一

明倫（１６）

金

森

町
井
中　

正
夫

高城

岡

門
脇　
　

勝

大

塚
生
田　

昭
夫

福
吉
町
２
丁
目

中
江　

勝
行

桜

野
坂　

倫
裕

○

中

江
岡
本　

広
実

瀬

崎

町
北
代　

規
一

○

河

来

見
小
谷　
　

茂

◎

新

田
足
羽　

一
昭

○

東

岩

倉

町
大
澤　

俊
二

横

手
河
野　
　

厳

井

手

畑
徳
田　

道
政

西

岩

倉

町
田
村　

幹
夫

大

立
大
田　
　

勉

下

古

川
伊
藤　
　

亮

越

中

町
太
田　

勝
美

上

大

立
福
有　
　

操

古

川

沢
岸
田　

佳
人

越

殿

町
田
中　

淑
郎

◎

般

若
高
間　

武
人

○

小

田
山
本　

公
孝

◎

広

瀬

町
岡
野　

勝
義

椋

波
武
本　
　

武

小

田

東
田
中　

康
夫

鍛
冶
町
１
丁
目

伊
藤　

達
也

立

見
藤
田　

勝
彦

中

江

西
中
村　

公
二

○

鍛
冶
町
２
丁
目

山
﨑　

政
彦

小鴨（２３）

富

海
藤
川　

嘉
昭

上井（１７）

清

谷
福
井　

迪
雄

河

原

町
小
倉　

宏
紀

下

大

江
山
﨑　

喜
秀

福

庭
村
本　

健
一

余

戸

谷

町
大
田　
　

進

東

鴨

新

町
柏
木　
　

成

福

庭

東
長
井　

貴
徳

み

ど

り

町
廣
戸　

直
登

○

長

坂

町
吉
村　
　

勲

河

北

団

地
山
田　

啓
一

八

幡

町
伊
藤　
　

伸

長

坂

新

町
波
田
野
頌
二
郎

海

田

東

町
田
栗　

静
男

灘手（９）

○

北

面
田
中
修
一
郎

弓

削
武
中　
　

勉

海

田

南

町
穐
近　

三
郎

穴

沢
天
野　

哲
治

大

宮
山
田　

徹
夫

○
海
田
西
町
河
北
町

松
井　

一
郎

尾

原
井
上
晋
一
郎

岩

倉
林　
　

良
宣

大

平

町
谷
田　

正
義

半

坂
筏
津　

博
文

菅

原
小
原　

勝
美

天

神

町
牧
田  

一
紀

別

所
福
田　

公
一

小

鴨
丸
田　

克
孝

○

旭

東
前
田　

淳
子

◎

穴

田
伊
垢
離
和
幸

中

河

原
中
井　

吉
郎

旭

西
田
栗　

栄
一

鋤

井
上　

孝
博

中

河

原

２
森　
　

康
雄

旭

南
伊
藤　

利
行

○

谷

長
柄　
　

收

◎

生

田
桑
本　

圭
二

◎

旭

北
池
田　

壽
雄

津

原
河
本　

明
孝

打

吹

団

地
南
條　

教
光

上

井

柳

町
岡
野　

邦
彦

社（１８）

上

神
澤
田　

壽
雄

北

野
岸
田　
　

博

上

井

本

町
福
井　

春
光

寺

谷
前
坂　

英
雄

北

野

住

宅
伊
佐
田
祥
一

上
井
町
１
丁
目
東

上
野　

忠
義

大

谷

茶

屋
福
谷　

直
美

丸

山

町
柴
田　

一
彦

上
井
町
１
丁
目
西

藤
井　

文
雄

和

田
村
脇　

正
仁

西

倉

吉

町
中
田　

勝
弘

西郷（１０）

山

根
小
谷　

喜
寛

馬

場

町
谷
口　
　

昭

○

福

守

町
新
田　

征
男

山

根

茶

屋
武
田　

政
夫

和

田

東

町
湊　
　

良
参

鴨

川

町
冨
田　

敏
一

◎

伊

木
河
村　

和
幸

不

入

岡
山
根　

裕
正

鴨

川

町

南
磯
山　

良
男

八

屋
松
原　

昭
仁

国

府
長
田　

昭
人

天

神

野
谷
本　

幸
人

下

余

戸
宮
脇　

克
介

大

沢
児
玉　
　

拓

西

鴨
福
田　

和
博

上

余

戸
門
脇　

愛
恭

○

大

谷
山
本
満
喜
雄

蔵

内
岸
田　

允
宏

平
成
20
年
自
治
公
民
館
長
名
簿

環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
問
合
せ
先

：

環
境
課（
あ
２
２

－

８
１
６
８
／
い
２
２

－

８
２
３
０
）

４
月
１
日
か
ら

ご
み
処
理
手
数
料
が
改
定
に
な
り
ま
す

（重量１０kg
までごとに）

現在 ４月１日（火）～

可燃ごみ １００円 １２０円

可燃性粗大ごみ １４０円 １６０円

不燃ごみ
不燃性粗大ごみ

１４０円 １７０円

びん １４０円 １７０円

缶・
ペットボトル

３０円
３０円

（現在のまま）

犬などの死体
（１頭につき）

５１０円
５１０円

（現在のまま）

※問合せ先

鳥取中部ふるさと広域連合環境福祉課（あ３６－１０２２）

ほうきリサイクルセンター（あ２６－９８９０）

● 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト⇒

不
燃
性
粗
大

ご
み

● 
ジ
ャ
ッ
キ（
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
、
フ
ロ
ア

ジ
ャ
ッ
キ
な
ど
）⇒

ほ
う
き
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
直
接
搬
入
す
る
品

目
で
す
。

● 

ホ
イ
ル
カ
バ
ー
、
キ
ャ
リ
ア⇒

自
動

車
部
品
と
し
て
、
自
動
車
修
理
店
、

販
売
店
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
な

ど
に
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー
缶

⇒

風
通
し
の
良
い
と
こ
ろ
で
穴
を
あ

け
て
缶
類
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ほ
う
き
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
直

接
ご
み
を
持
ち
込
む
と
き
の
ご
み
処
理

手
数
料
が
、
４
月
１
日（
火
）
か
ら
変
更

に
な
り
ま
す
。

　

収
集
し
て
い
る
家
庭
ご
み
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

ご
み
分
別
徹
底
の
お
願
い



（5）平成 20.3

西郷

上
余
戸
住
宅
森
木　

豊
彦

社

国

分

寺
萬
場　

和
志

上小鴨（１１）

◎

上

古

川
海
地　
　

清

栗

尾
山
本　

修
久

○

秋

喜
小
谷　

義
博

○

上
古
川
住
吉
佐
々
木
敬
宗

○

大

原
牧
野　

文
雄

福

光
河
本　
　

勇

石

塚
山
根　

昭
浩

虹

ヶ

丘

町
大
塚　

保
夫

横

田
池
田　
　

誠

福

山
野
儀　

和
献

上灘（１２）

○

円

谷

町
内
川　

眞
澄

黒

見
桑
田　

正
教

○

中

田
栗
原　

敏
彦

米

田

町
宮
本　

義
博

◎

西

福

守

町
由
井
洋
之
助

若

土
大
森　

常
敏

駄

経

寺

町
佐
々
木
司
郎

秋

喜

西

町
西
村　

富
顕

生

竹
内
田　
　

博

下

田

中

町
山
田　

耕
司

秋

喜

新

町
井
前　

義
昭

生

竹

仙

隠
枠
島　

和
正

上

灘

町
松
島　

孝
文

北谷（１８）

才

ヶ

崎
山
本　

公
夫

耳

竺
原　

宏
人

田

内
山
口
喜
代
美

三

江
横
山　

五
郎

広

瀬
蔵
増　

保
則

東

巌

城

町
河
本　

光
雄

福

本
大
窪　

英
二

関金（３１）

笹

ヶ

平
岡
田
冨
士
夫

○

三

明

寺

東
河
本　

繁
治

○

尾

田
藤
井　
　

覚

野

添
天
野　

勝
美

三

明

寺

西
駒
井　
　

正

◎

志

津
福
井　

勝
生

小

泉
小
椋　

泰
明

◎

昭

和

町
伊
東　

保
郎

仙

隠
尾
崎　

幸
也

米

富
山
方　

充
夫

幸

町
向
井　

純
悟

横

谷
田
村　

肖
一

福

原
木
村　

眞
悟

見

日

町
種
部　

重
幸

藤

井

谷
藤
井　

貞
美

明

高
大
江　

文
雄

成徳（２３）

◎

住

吉

町
穐
久
仙
十
郎

福

富
野
嶋　

洋
一

真

野

原
高
間
一
十
四

湊

町
馬
場　
　

茂

沢

谷
野
嶋　

千
洋

◎

堀

米
田　

捷
弘

東

町
松
原　
　

明

杉

野
荒
益　

正
之

鴨

ヶ

丘
山
中　

昌
幸

葵

町
吉
田　

禎
元

忰

谷
山
下　

高
司

南

堀
川
本
鐵
太
郎

仲

ノ

町
倉
繁　

朝
治

中

野
藤
井　

裕
篤

今

西
入
澤　

悦
雄

宮

川

町
三
谷　
　

誠

長

谷
森
本　

卓
昭

泰

久

寺
西
田　

泰
延

宮
川
町
２
丁
目

池
田　

宣
之

森

西
谷　

二
郎

松

河

原
川
本　

幸
博

荒

神

町
秋
下　

恭
志

つ
つ
じ
が
丘
山
﨑　

謙
一

大

鳥

居
鳥
飼　
　

修

堺
町
１
丁
目
山
下　

慶
久

大

河

内
牧　
　

博
文

駅

前
住
友　

秀
明

堺
町
２
丁
目
山
本　

春
典

汗

干
佐
々
木
和
義

八

王

子
大
谷　

和
男

堺
町
３
丁
目
津
村　

佳
人

高城（２４）

下

米

積
三
谷　
　

勧

○

安

歩
岸
本　

浩
志

○

研

屋

町
高
田　
　

久

○

上
米
積
本
郷
尾
﨑　

潤
二

上

町
吉
田　

幸
平

明

治

町
田
中　

達
郎

上

米

積

東
中
野　
　

豪

中

町
山
本　

泰
正

明
治
町
２
丁
目

千
熊　
　

上

米

積

西
中
野　
　

保

本

町
福
田　

耕
昇

大

正

町
米
田　

勝
彦

若
葉
町
１
丁
目

中
野　
　

隆

滝

川
谷
口　

豊
記

大
正
町
２
丁
目

広
田　

秀
紀

若
葉
町
２
丁
目

竹
本　
　

積

金

谷
加
藤　
　

誥

新
町
１
丁
目
津
和
野　

敬

下

福

田
川
上　

典
孝

大

坪
杉
谷　
　

弘

○

新
町
２
丁
目
國
本　

洸
紀

上

福

田
杉
本　

紀
男

城

山
門
脇　

正
富

新
町
３
丁
目
脇
坂　

幸
司

昭

和
渋
谷　

史
郎

滝

川

団

地
稲
田　

義
春

魚

町
谷
本　

修
一

妻

ノ

神
中
井　

正
直

大

坪

団

地
平
田
富
士
男

東

仲

町
倉
都　

祥
行

勝

負

谷
中
川　

正
一

金
谷
団
地
Ａ
長
尾　

秀
晴

西

仲

町
山
本　

真
生

今

在

家
藤
井　

英
樹

金
谷
団
地
Ｂ
西
村　

啓
司

西

町
桝
本　

宏
一

服

部
太
田　

里
美

マ
ロ
ニ
エ
団
地

山
方　

直
弘

明倫

福

吉

町
米
舛　

隆
生

旭

原
宮
田
弘
一
郎

郡

家
伊
藤　
　

智

旭

田

町
坂
本　

福
朗

福

積
蒔
田　

力
雄

山

口
蔵
富
敬
八
郎

平成２０年度　犬の登録および狂犬病予防注射日程表
地区 実施日 時間 実施場所
上北条４月１５日υ １３：３０～１４：２０ 上北条公民館

上 井

４月　２日φ １３：３０～１４：００ 上井１丁目公民館
４月１１日ψ １４：５０～１５：２０ 上井公民館

４月１５日υ １４：４０～１５：２０
社会福祉法人和 ボン・シャンス裏駐車場
※旧農協上井支所倉庫（福庭）

西 郷４月１１日ψ １３：３０～１４：２０ 西郷公民館

上 灘
４月　２日φ １４：３０～１５：２０ 上灘公民館
４月１３日σ １１：１０～１１：５０ 中部総合事務所駐車場

成 徳４月　７日τ １４：２０～１５：００ 勤労青少年ホーム（倉吉リフレプラザ）

明 倫
４月　７日τ １３：３０～１４：００ 明倫公民館
４月１３日σ １０：００～１０：５０ 倉吉市人権文化センター

灘 手４月　１日υ １３：３０～１４：００ 灘手公民館

社
４月　１日υ １４：３０～１５：００ かがやき文化センター
４月　４日ψ １３：３０～１４：２０ 社公民館

高 城４月１４日τ １４：４０～１５：２０ 高城公民館
北 谷４月１４日τ １３：３０～１４：２０ 北谷児童集会所

小 鴨
４月　３日χ １４：２０～１４：５０ 長坂新町公民館
４月　４日ψ １４：５０～１５：３０ 西倉吉駅跡
４月　９日φ １４：３０～１５：１０ 小鴨公民館

上小鴨
４月　３日χ １３：３０～１４：００ あたごふれあい人権文化センター
４月　９日φ １３：３０～１４：１０ 上小鴨公民館

関 金

４月１６日φ １３：３０～１３：５０ 関金農村女性の家
４月１６日φ １４：１０～１４：３０ 関金町堀地区多目的研修集会施設
４月２２日υ １３：３０～１３：５０ 関金農林漁業者等健康増進施設
４月２２日υ １４：１０～１４：３０ 倉吉市役所関金支所

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
ま
す

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91
日

以
上
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
犬
を

飼
い
始
め
た
日
か
ら
30
日
以
内
に
登
録

し
、
４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
に

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
よ
う

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
次
の
表
の
日
程
で
犬
の
登

録
申
請
と
予
防
注
射
を
行
い
ま
す
の
で
、

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
必
ず
登
録
し
、
予

防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

：

通
知
ハ
ガ
キ

料　

金

　
　
　

登
録
済
の
犬　

 

２
，
９
５
０
円

　
　
　

新
規
登
録
の
犬 

５
，
９
５
０
円

　
　
　

犬
シ
ー
ル　
　

 

80
円

※ 

動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
た
場
合
は
、

別
途
市
役
所
環
境
課
で
注
射
済
み
票

の
交
付
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※ 

犬
が
高
齢
で
あ
る
な
ど
の
理
由
で
注
射

に
不
安
が
あ
る
場
合
は
か
か
り
つ
け
の

獣
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。




